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研究の全体概要 

本研究では、水産資源ではない深湖底の底生動物に着目し、彼らの水質・底質の健全化に資する機能

を解明するため、①底生動物による栄養塩循環への寄与と、②底生動物による細菌生産・有機物の分解

速度への寄与を評価する。①は滋賀県琵琶湖環境科学研究センターが実施し、琵琶湖で採取した底生

動物（ヨコエビ類やミミズ類等の 4種程度）の摂食量と、無機化される栄養塩量（PO4-Pや NH4-N等）

との関係を定量的に明らかにする。また、琵琶湖の底泥コアに異なる量の底生動物を加える実験によ

り、底生動物各種の現存量と、無機化される栄養塩量との関係を定量的に解明する。②は国立環境研究

所が実施し、①と同種の底生動物と琵琶湖の底泥を用いた実験により、底生動物各種の現存量と細菌

の生産量、および有機物の分解速度との関係を定量的に把握する。①②の評価によって、底生動物が、

湖底の栄養塩循環と、有機物分解（水質・底質の健全化）に貢献することを明らかにできる。その知見

を基に、本研究は、底生動物の保全の重要性を広く普及するだけでなく、気候変動の影響による底層の

貧酸素化の対策として、底生動物の保全を環境行政部局に提案する。 

最終的に本研究では、①②で得た結果と、底層の溶存酸素濃度（DO）や底生動物の調査データ（既存

含む）を用いて、湖底を主体にした物質収支を表す数理モデルを構築し、DO に応じた底生動物の量的

変化、 底生動物の多寡による湖底の栄養塩と有機物の量的変化や、湖表層の栄養塩濃度への影響を明

らかにする。そして、底生動物の減少後の好気環境では、栄養塩循環の失速による植物プランクトンの

生産量の低下（水質へのリスク）と、有機物分解速度の低下による湖底への有機物蓄積の増加（底質へ

のリスク）が生じるのかを推定する。これらの成果は、気候変動適応法が定める湖沼生態系に対する気

候変動のリスク評価に位置付けることができ、本研究では底生動物の機能に着目した新たなリスク評

価手法を提案する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



研究の全体概要図 

 


